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　2012 年は、混迷が続いた年でした。財政危機再燃の火種が
くすぶり続ける欧州。バラク・オバマ政権の経済対策で、変わ
ることができるのか注目される米国。経済成長率低下が見えて
いる中国。その中で起こった「尖閣諸島」問題。成長への期待
が高い新興国の動向。
　また、国家のリーダーが注目される年でもありました。わが
国でも、12 月衆議院選挙により、政権が変わり、国のリーダー
が変わりました。海外では、主要国で大統領選挙が実施され、
ロシア、フランス、中国、韓国など、多くのリーダーが変わり
ました。

　さて、今年はどういう年になるのでしょうか。
例年恒例となっている経済誌の特集では、こんなタイトルで表
現されています。

〈週刊ダイヤモンド〉
12/22 号「総予測 2012」崖っぷち日本　再起動
「2012 年 12 月 16 日、日本は新たな『選択』を行った。シャー
プを始め日本を代表する企業の経営危機が示す産業競争力の低
下。欧米や中国の景気後退を受けた国内の景気失速。先送りさ
れた社会保障改革や財政再建。新政権はこれらの難題に答えを
出すことができるのか。2013年、日本を再起動するときである。」

〈週刊エコノミスト〉
1/1・8号「世界と日本 2013 大予測」
「2013 年の世界経済は、中国など引き続き成長が見込める新興
国がある一方で、欧州をはじめ日本、米国など先進国は高い成
長を見込めない。依然として少ないパイを奪い合う構図になり
そうだ。」

〈週刊東洋経済〉
12/29-1/5 号「2013 大予測」＆「2050 未来予測」
●「欧州債務危機や米国経済の緩慢な回復ぶりが目立った 2012
年。13 年の先進国経済は低位安定。新興国は成長率が鈍化し、
バブル崩壊の危険性もある。」
●「年の瀬の総選挙は自由民主党が 300 議席近く獲得する圧勝
に終わった。」「経済財政諮問会議を復活させ、マクロ経済の司
令塔にする。」「政府・日銀が一体となってデフレを脱却してい
く、そんな意欲を示した。」
●「13 年の日本経済の焦点の一つは、消費税率が予定通りに引
き上げられるかどうか。」

●「2050 年の世界人口は 93 億人に増加し、米国、中国、イン
ドの 3か国が世界経済を牽引する。限られた資源の争奪戦も激
化。」「アフリカの人口増加、急速な地球温暖化とそれに伴う気
候変動、さらに新興国の成長に伴うエネルギーや食糧の自給逼
迫・・・。」

　いずれにしても、今年も先の読めない、とても難しい環境に
あることは間違いなさそうです。

　さて、昨年ＳＩＣでは、新しい施設「ＳＩＣ－3　ｉ‐Ｌａ
ｂ. 」が、1月に正式にオープン。竣工式には、多数の関係者の
皆様のご臨席をいただき、盛大に行うことができました。
この施設は、創業期から成長期に移行する「独創的な技術を持
つものづくり企業」の集積を図りながら、次世代のリーディン
グ産業を創造することを目的にしています。入居も順調に推移
し、「SIC 表面技術研究所」の機能を活用したイノベーションが
起こる予感がしています。

　「海外販路開拓支援」事業では、台湾工業技術研究院（ＩＴ
ＲＩ）のご協力のもと、9月に、第 3回 SIC 台湾ビジネスマッ
チングを実施いたしました。新たなネットワークとして（財）
金属工業研究発展中心（ＭＩＲＤＣ）との協業もスタートいた
しました。11 月には、台湾での個別マッチングの成果もあり
ました。

　さらに、入居者の皆様や地域企業の皆様に、ＳＩＣ事業やサー
ビスをより便利に使っていただくために、ＳＩＣホームページ、
「かわらばん」などの機能を強化してまいりました。

　私たちＳＩＣでは、企業理念である「総合的なインキュベー
ション活動を通じ、地域経済の発展に貢献いたします。」を実
現するために、本年も引き続き、多様な事業に取り組み、継続
的に努力をしていく所存です。
　今後とも、皆様のご指導とご協力をお願いいたします。
　新しい年が、皆様方にとって幸多い年でありますよう祈念申
し上げ、新年のご挨拶とさせていただきます。本年もよろしく
お願いいたします。

株式会社さがみはら産業創造センター
代表取締役社長　中嶋　隆



勤労感謝の日

文化の日

2013 年  1 月

11 日 （金）
18 日 （金）
25 日 （金）

自家製天然酵母パンを販売します

営業時間 11 ： 45 ～ 13 ： 00

かわせみの家　　http://kawaseminoie.jimdo.com/ カリメーラ　　　http://e-sagami.jp/karime-ra

手作りクッキーや

手作りケーキを販売します

営業時間 11 ： 30 ～ 13 ： 00

17 日 （木）

なくなり次第
終了です。

入居企業の皆様へご案内 1 月の販売予定日 in SIC-1・2

なくなり次第
終了です。

【今月の経営スケジュール（３月期決算の会社参考）】
経理：12 月源泉税・地方税納付、扶養控除等申告書提出　　
　　　給与計算・試算表作成
税務：棚卸資産税申告、合計表提出、給与支払報告書提出

SIC-2 

空気環境測定

SIC の WEB サイトでもご覧頂けます。

＊SIC-1
エレベーター点検

＊＊SIC-2
エレベーター点検

「カリメーラ」さん出店日

30

 6

13

20

27

  2

　9

16

23

30

31

 7

14

21

28

 1

 8

15

22

29

 4

11

18

25

  1

 3

10

17

24

31

 5

12

19

26

 2

　    ＊ エレベーター点検　ＳＩＣ-１ 9 ： 30〜11 ： 00 の間はご利用になれません。

　＊＊ エレベーター点検　ＳＩＣ-2 8 ： 30〜12 ： 00 の間はご利用になれません。 　　　　　お問い合わせは　042-770-9119　生井 （内線 1116） まで

「かわせみの家」さん出店日

ＹＢ経営塾

成人の日

SIC-1 
床面定期清掃

SIC-1 

窓ガラス清掃

SIC-1 

自動ドア保守点検

宇宙科学研究会

創・畜・省エネ
フォーラム

日本台湾
アライアンス
セミナー

ＹＢ経営塾

会議室 3 月分

予約受付開始  

 ゴミ収集開始日 

ご案内

始まります。
「ものづくりは、人づくり」

募 集 要 項
【会　期】 平成25年 3月16日（土）～7月20日（土） 《全10回》 
【対象者】 製造業・サービス業で、現場でのカイゼン活動に取り組みたい企業（５社程度）
【講　師】 株式会社カイゼン・マイスター

創・蓄・省エネフォーラム
かながわエネルギー関連ベンチャー

第２回 かながわエネルギー関連ベンチャー
創・蓄・省エネ フォーラム

日　時 ： 平成 25 年 1月 29 日（火）13：00 ～ 16：30
場　所 ： サン・エールさがみはら（２階 第１研修室） ※入場無料　

～詳しくは、SIC ホームページをご覧ください。～

第 7回
見にミニセミナー

「試算表はここだけ押えろ！」
天野俊裕税理士事務所
代表　天野俊裕　氏

日時：2月 13 日 ( 水）　13：00 ～　場所：ＳＩＣ会議室
費用：無料　＊セミナー終了後、経営総合相談会が開かれます。

基調講演 「企業経営とカイゼン活動」
トヨタ自動車株式会社　
元副社長　石坂　芳男　氏

カイゼン活動の成果事例紹介
株式会社カイゼン・マイスター　
代表取締役　小森　治　氏

日時：2月 5日 ( 火）　16：00－19：00
場所：サンエールさがみはら　（2階　第 1会議室）

開催日時：2月 8日 ( 金）16：00-19：10
場所：相模原市立産業会館　参加費：無料

HONDAの燃料電池電気自動車開発の現状と今後に向けて
相模原 EVコンソーシアム活動報告

次世代自動車と中小企業の参入機会を考える
講 演



12
月 12

日にＳＩＣ交流会 を行ないました

まずは、
中嶋社長のあいさつ

Ｍｒ．ＴＫ＆ＹＪの
マジックショーの開催です

くらげ雑貨さんによる
印鑑ケース作りの
プチワークショップ

そして、ビンゴゲーム

最後は、エイエイオーの
掛け声で、
お開きとなりました。



編集
後記

ＳＩＣ－１から徒歩１０分、面白い店を発見しました。日本酒好きは毎日通いたくなるかも。
日本酒の品揃えではぴか一の大渕酒店が、「皆様に美味しい地酒と本格焼酎を沢山味わって
頂きたい」そんな思いでオープンした呑み処「亜久感ﾋﾞﾃｨｰ(ｱｸｱﾋﾞﾃｨｰ)」。
というわけで、お店の主役は日本酒。大渕酒店が選りすぐった全国の地酒がひな壇に並んでいます。
この日は冷え込んでいたので「美味しい温燗を」と注文したら、富山の「満寿泉」が絶妙な
温かさで出てきました。お料理はコンニャク白和え、イカ大根、牛すじ煮込みを頼みました。
店主の「ぶんちゃん」は料理は素人と言っていますが心のこもった美味しいお料理を
作ってくれます。日本酒の飲み比べも出来ます。お酒もお料理もとても良心的です。
分かりにくい場所にありますが日本酒の美味さに浸りたい方、発見してください。　 

★ご意見・ご感想をお待ちしています。    （株）さがみはら産業創造センター（SIC)　〒252-0131 相模原市緑区西橋本 5-4-21
 電話 :042-770-9119  FAX:042-770-9077  ホームページ：http://www.sic-sagamihara.jp　E-mail: koho@sic-sagamihara.jp

■住所　〒252-0131　神奈川県相模原市緑区西橋本 2-22-6（大渕酒店隣 ）　■Tel　042-771-4510
■営業時間　 17:00 ～ 22:00　■定休日　毎週日曜、月曜日

山本のめし屋レポート　　

　

飲み処　　　亜久感ﾋﾞﾃｨｰ

年末年始はいかがでしたでしょうか？帰省や旅行などで出かけた方、家でゆっくりされた方、それぞれのお正月を過ごされたことと
思います。毎年、年の初めに「今年こそは」となにかしらの目標を立ててみるものの、いつも三が日を過ぎると忘れてしまいます。
みなさまの今年の抱負は何でしょうか？本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　横山

証言で綴る SIC の歴史証言で綴る SIC の歴史

　昨年の11、12月号で、小俣　晃之さんに、SIC創業当時
を振り返り、エピソードなどを語っていただきました。
　今月は新年号ということで、「今後のＳＩＣに期待して
いること」を語っていただきました。

　さて、あれから 12 年が過ぎようとし、干支も一回りし
ました。様々な出来事があり、社会を取り巻く環境もめま
ぐるしく変化する時代です。そのような中で、SIC 設立メ
ンバーとしてSICに期待していることをとのことですので、
僭越ですが書かせていただきます。

　ずばり、設立の目的である産業の創出が永遠のテーマで
あると思います。そのためには、既存企業の成長支援、開
発支援は当然のことですが、もう片方で大切なのは、将来
を見据えた投資・教育ではないでしょうか。会社の成り立
ちから考えても、ただ収益を上げるだけでは地域に貢献し
ているとは言えないと思います。例えば、アントレプレナー
というお子さんたちを対象に起業家精神を学ぶことのでき
るイベントを開催されていますが、その卒業生が本当に起
業し、成功を収めることが出来たら会社を設立した効果が
あったと思います。定期的にアフターフォローをしたり、
ずっとサポートしていける体制作りなど面白いと思いま

す。サッカーでは福島や熊本を拠点にアカデミーが設立さ
れ、エリートが育成されています。バレーボールなども中
学生からエリートが集められています。スポーツとは異な
るかもしれませんが、地域ごとに色々な特色を持つことは
大事ですし、起業家を育てる地域があっても良いのではな
いかと私は思います。OB として SIC から将来の相模原を、
いや日本を世界を背負っていく企業が創出されることを期
待しています。
　また、施設という場で考えると、コミュニケーションの
中心になって人が集う場であったり、議論が飛び交う場で
あって欲しいと思います。事業成功のカギは多々あります
が、なかでも人と人との結びつきや、コミュニケーション
は大切なポイントだと思います。人脈づくりであったり、
話をすることでヒントが生まれたり・・・SIC にはそういっ
たコミュニケーションの場であって欲しいと願っていま
す。例えば、製造業でいえば、国内でモノを作っていくこ
とも重要課題ですので、コスト競争の世界に負けないモノ
づくり、そんなビジネスプランを作れたらなとも思います。
字数の関係もあり、抽象的なお話ですみませんが、この難
しい時代を切り開く突破口であり、既存企業に対しては縁
の下の力持ちでいてほしい。OB
としての願いです。難しいこと
ですが、オンリーワンは小さな
範囲での No1 です。No1 を目
指しましょう！！

株式会社クリエイト
代表取締役　小俣　晃之

選りすぐりの地酒が並んでいます。

左から、2012 年に行われた、ジュニアアントレ、子どもアントレの様子

店
主
の
「
ぶ
ん
ち
ゃ
ん
」

2002 年当時の会社案内


